

















第 7 4 号















































摩擦面はトレーサーとして Agll0 また Fe55 ・ 59 をメツキし，ラジオアクティブトレーサ一法により供
試剤の減摩耗性を求めると同時に同一摩擦行程中の摩擦低抗を連続的に自記して，短時間に供試剤の化学
構造と境界潤滑特性との関連性を正確に見出すことができた。
第 4 章では， トレーサ一法による短時間摩耗試験と従来の長時間摩耗試験の対応性を知るため，テイム
ケン型摩耗試験機を製作し， Agll0 をトレーサーとして，両方法の摩耗試験を行い， ほぼ比例する結果
を得た口また第 3 章の境界潤滑試験機の結果とも大体一致することを見出し， トレーサー法による短時間
の試験で潤滑剤の性能を推定し得ることを示した。
第 5 章では，第 3 章の境界潤滑試験機によれフエニル基をもっエステル類，シクロヘキシル基をもっ






































ノレアルカン系などの 2 環化合物について Sr90 をトレーサーとしてアラルダイトレジン被覆球と軟鋼板と
を摩擦面とする，摺動式摩耗試験機による減摩耗性と振子型油性試験機による摩擦係数とを求め，また電
子恒l折図形から分子の配列を観測して，これらの化合物の化学構造と境界潤滑性能との関係をしらべた結






















つき境界潤滑試験機を用いて， -20--200 oC の温度範囲の潤滑性をしらべ， また焼付に移る臨界温度を測
定している，芳香族系エステル類の潤滑温度特性はその分子の化学構造と重要な関係をもち，一般に摩擦
係数の温度による変化が比較的小さく，温度特性のすぐれたものがあることを認めている。
第 7章では本研究に用いた芳香族化合物と現用潤滑剤との性能の比較のため，境界潤滑試験機を用いて
優秀な実用潤滑剤につき境界潤滑特性をしらべている，その結果，芳香族化合物においても現用潤滑剤に
劣らぬものがあることを認めている。
第 8 章は結論で，以上の結果および考察から良好なる潤滑剤はどの様な化学構造をもつべきであるかを
推考している。
これら一連の研究は多数の芳香族化合物について，ラジオアクティブトレーサー法による減摩耗性と摩
擦係数との同時測定を行ない，金属面上における分子配列の観察をあわせて，境界潤滑特性，および -20--
200 0C の範囲における潤滑温度特性を検討し，乙れらの化学構造との関係を研究したもので，数多くの実
験を綿密な計画の下に進め，従来あまり利用されていない芳香族化合物にも広範囲にわたって安定な潤滑
性能を要求きれる精密機械用潤滑剤として適するいくつかの化合物が存在することを見出している。これ
らはすぐれた芳香族系潤滑剤の合成，選択に対して有用な資料を提供するのみならず，境界潤滑特性の試
験装置の考察，および広範囲の試験条件における迅速な潤滑剤の性能判定法の確立と共に，工学上，およ
び工業上貢献することが少なくない。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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